
令和２年３月１６日
たつの市立誉田小学校

項目
質問
番号 質問内容 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 関連する主な事柄

①
学校は、教育方針や教育活動の様子を分かりやすく伝
えている。

39% 55% 3% 1% 1%
学校だより･学年通信､ホームペー
ジ､新聞記事掲載、よくわかる誉田
小

②
学校は、保護者や地域の人が子どもたちの様子を知る
機会を設けている。

52% 44% 2% 1% 1%
授業参観､運動会(地域参加プログ
ラムの導入）､音楽会､オープンス
クール

③
学校は、保護者からの問い合わせや訪問に対して、て
いねいに対応している。

47% 42% 4% 1% 5% 職員の電話応対や接遇

④
学校は、保護者や地域の声を教育活動に生かそうと努
めている。

40% 47% 7% 1% 5%
ＰＴＡ委員会､教育活動アンケー
ト､学校評議員会

学習環境
づくり

⑤
学校は、校舎内外をきれいし、落ち着いた学習環境の
整備に努めている。

44% 52% 2% 1% 1%
校内の掲示､校舎内外の様子､清掃
活動､奉仕作業

⑥
学校は、子どもたちに基礎的な学力が身につくように
努めている。

41% 54% 2% 1% 1%

⑦
学校は、子どもたちに学習の習慣を身につけさせると
ともに、学習意欲を高めようとしている。

36% 55% 5% 1% 1%

⑧
学校は、生命を大切にする心や社会のルールを守る態
度を育てることに努めている。

46% 47% 1% 3% 2%

⑨
学校は、子ども一人一人を大切にし、いじめのない仲
間づくりに努めている。

36% 50% 5% 2% 6%

⑩
子どもは、家族や友だち、地域の人々に進んであいさ
つをしている。

39% 50% 8% 1% 1%

⑪ 子どもは、楽しく登校している。 58% 36% 3% 0% 2%

⑫
学校は、子どもや保護者との連絡や相談に適切に対応
している。

48% 43% 4% 1% 3%

健康教育
安全指導

⑬
学校は、子どもが安全で健やかな生活を送れるよう努
めている。 45% 50% 2% 0% 2%

避難･防災訓練､見守りボランティ
ア事業､保健室だより､歯磨き指導､
スポーツ活動(陸上､スポーツ少年
団)

⑭
学校は、地域に対する誇りや愛着を育てるよう努めて
いる。

46% 46% 3% 0% 4%

⑮
学校は、地域の関係団体・施設や地域の方々との連携
･交流を積極的に進めている。

45% 47% 3% 0% 3%

【結果と考察】

質問番号

①

②

③

④

Ａ・Ｂと回答された方を合わせると、この３年間９７％、９９％、９６％と高く評価されています。運動会、音楽会をは
じめ、年４回の授業参観、オープンスクール、ウォークラリーや誉隣保館まつりの学習発表などを通して、保護者や地域
の方に児童の様子を見ていただきました。各行事について改善内容を含め、たくさんの感想をいただいております。来年
度も、内容に検討を加えながら、児童の様子を知っていただく機会を大切にしていきます。

Ａ・Ｂと回答された方を合わせると、昨年度より２％減って８９％。Ｃ・Ｄと回答された方を合わせると５％ですが、そ
のうち、Ｄは４％から１％に減っています。これらの結果をしっかりと受け止め、電話での問い合わせや学校への訪問に
対して、ていねいに、素早く、適切な対応を行えるよう、また学校からの連絡不足により、ご心配をおかけするような事
態もさけられるよう、職員の共通理解の徹底を図っていきます。今後も、保護者や地域の人々の意見･要望等に対しては、
全ての教職員がていねいな対応に努め、開かれた学校、信頼される学校づくりに努めていきます。

Ａ・Ｂと回答された方を合わせると、昨年度より３％減って８７％。Ｃ・Ｄと回答された方を合わせると、昨年と同じく
８％でした。アンケートの記述欄には、教職員や教育活動に対する要望はもちろんのこと、ＰＴＡ会員数の減少や、時代
の流れに即するよう、ＰＴＡ活動の見直しを進めるべきだとの意見も少なからず寄せられており、ＰＴＡとも連携して改
善を模索していく所存です。今後とも皆様から頂いたご意見を真摯に受け止め、各関連団体と連携を図りながら、家庭や
地域の声を生かすことができるよう取り組んでいきます。

特別号（学校評価の報告について） 

 

信頼され
る学校づ
くり

  春暖の候、皆様におかれましては、新型コロナウイルス感染症対策等で、気の休まることのない日々を過ごしておられる方も多い
と思います。
　さて、昨年末には教育活動アンケートにご回答をいただきありがとうございました。子どもへの生活調査と職員のふり返り等を合わ
せて分析をした評価結果と、学校評議員の方々によります学校関係者評価の結果を報告させていただきます。来年度の取組にしっ
かりと生かしていきたいと思っております。

Ａ…そう思う　Ｂ…どちらかと言えばそう思う　Ｃ…どちらかと言えばそう思わない　Ｄ…そう思わない　Ｅ…わからない

開かれた
学校づく
り

学力の向
上

道徳教育
や人権教
育の充実

生活指導

郷土愛･
地域との
連携

朝の学習タイム､複数の教師による
きめ細かな授業の推進､｢勉強の仕
方７つの約束｣の指導、家庭学習の
手引き、わくわく学級、英語教育
支援事業

道徳･人権学習、広島平和学習、福
祉教育(手話･アイマスク･リハビリ
テーションセンターとの交流)、ふ
れあい学級、アンケート等による
いじめの早期発見･対応

｢ほんだっ子１０の約束｣の指導､あ
いさつ運動､連絡メールシステムの
活用､連絡帳の活用､教育相談、サ
ポートルーム、家庭訪問、生活ア
ンケート

ふるさと大好き事業(ウォークラ
リー､太鼓づくり､校区探検等)､ス
ポーツクラブ21誉田､誉田公民館､
誉隣保館等との連携

分析結果と改善方策

Ａ・Ｂと回答された方を合わせると、この３年間９６％、９３％、９４％と高く評価されています。年１３回発行予定の
「誉田小だより」や随時出される学級通信、保健だより、ホームページ等で、日々の児童の学習や生活の様子をお知らせ
することで、教育方針や教育活動を地域や保護者の方に知っていただくことができたと考えます。また本年度も「よくわ
かる誉田小学校」を各家庭に配布し、好評をいただいています。来年度も、引き続き、教育活動をより分かりやすく伝え
ていきます。



⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

Ａ・Ｂと回答された方々を合わせると、９５％となっています。本校は、「確かな学力の確立のため、知識・技能の習得
や思考力・判断力・表現力等の育成、主体的に学習に取り組む態度の育成」に重点をおき、取組をすすめてきました。ま
た、「何を学ぶか」だけでなく「どのように学ぶか」ということについても考え、学びの質の向上に向けた授業研究も推
進しています。今後も、児童の「主体的・対話的で深い学び」をさらに実現するため授業研究を深め、一人一人の確かな
学力の確立をめざして取り組んでいきます。
Ａ・Ｂと回答された方々を合わせると、９１％となっています。今年度も、基本的学習習慣の確立のため「朝の学習タイ
ム」の充実や「勉強の仕方７つの約束」の指導の徹底に努めたり、「家庭学習の手引き」を家庭で有効活用したりできる
よう取り組んできました。それらに加え、児童が学習活動に意欲的に取り組めるよう、授業改善や教材研究に努めるとと
もに教育機器の効果的な活用も進めていきます。

【学校関係者評価】（自治会、婦人会、老人クラブ、ＰＴＡ、民生委員　各代表からのご意見 主なもの）

Ａ・Ｂと回答された方を合わせると、９６％と本年度も高い評価を得ています。本校では、季節に合った花を育てたり
飾ったりしています。そしてほぼ毎日清掃を行い、学習活動の基盤となる教室環境においても、掲示物の貼り方や持ち物
の整理整頓などにも気をつけています。また、夏休みにはＰＴＡの方々による奉仕作業で、校舎内外の環境も整えていた
だきました。そのうえ、本年度は地域の有志の方々が、誉田の森の木々の剪定を進んで引き受けてくださいました。本校
は、校地や施設の広さに対して、以前に比べ児童数や職員数が減少し、環境整備に利用できる予算も限られた中ではあり
ますが、これからも日々の清掃活動や環境美化に力を入れるとともに、教育環境の維持管理に努めていきます。

Ａ・Ｂと回答された方々を合わせると、９２％でした。地域の方々の協力を得て実施している校区探検、皮革工場見学、
革細工、豆腐づくりなどの体験活動では、地域の様子や産業のことをさらに知るとともに、地域の方々が素晴らしい技術
をもち、熱い思いで仕事をされていることを感じることができました。誉隣保館まつりでは人権学習の発表を各学年ごと
に行っています。また、自治会やＰＴＡの全面的なご支援のもと毎年実施している広島平和学習は、戦争の悲惨さや平和
の大切さを肌で感じることができる誉田ならではの活動です。そして、スポーツクラブ２１にお世話になり本年度２０回
目を迎えたウォークラリーは、「地域ぐるみで町のことを知り、楽しく活動できている」など保護者からの評価も高いで
す。誉田町のことを誇りに思う児童を育てるために、今後も地域と連携しながら教育活動を進めていきます。

Ａ・Ｂと回答された方々を合わせると、９２％でした。誉田こども園とはスムーズな接続に向け日頃より交流を行ってい
ます。子ども会や青少協、民推協とは連携を密に図りながら各種事業に取り組んでいます。そして婦人会の方にはＰＴＡ
参観日等にあずかり保育を実施していただき、老人クラブの方には、ふれあい学級でペタンク教室を開いていただいてい
ます。また民生児童委員さんとは情報交換会を年３回定期的に行い、情報を共有しながら子育て支援に努めています。誉
田公民館や誉隣保館は「誉田チャレンジ隊」や「ふれあい学級」の実施を通して子どもたちの体験活動、地域の方とのふ
れあいをより豊かなものにしていただいています。これからも地域の関係団体・施設や地域の方々との連携 ･交流を積極
的に進めながら、子どもたちの体験活動や学びの充実、健全育成に努めていきます。

Ａ・Ｂと回答された方々を合わせると、９５％と高い評価を得ています。火災･地震を想定した避難訓練では、想定を段階
的に変化させるなかで、児童自身が自分で考え判断し行動できることをねらいとして取り組みました。引き渡し訓練も今
年は地震時を想定し、例年とは少し違う形式で行いました。見守りボランテイア活動では、ＰＴＡや地域の方々のご協力
により、登下校を中心に児童の安全を見守っていただいています。保健指導では、歯科衛生士によるブラッシング指導を
全学年で行っています。その指導を生かして、給食後の歯みがきを呼びかけ、児童の健康面に関する取組にも力を入れて
います。休み時間の外遊びの奨励、手洗い、うがいの習慣づけなど、健康委員会でも呼びかけています。また、陸上やス
ポーツ少年団活動の指導にも積極的に取り組んでいます。

〇毎月、学校だよりに児童の頑張りや学校の方針などが書かれていて、学校の様子が地域にもよくわかる。　〇保護者アンケート
のマイナス意見も公表してもらっているので、 学校が信頼できる。　〇進むべき方向がよく分かっておられる。　〇学校を訪問し
た時に見る児童は、一生懸命掃除をしているように感じる。　〇児童がスポーツやいろいろな場面で生き生き活躍している。活躍
の場がたくさんあるのはとてもいいことだ。　〇本年度は、警報・天皇即位の礼などが有り、授業時数が気になっている。柔軟に
対応することが大切。　〇 教育講演会の日がたつの市の芸術鑑賞会と重なって、６年生の授業が見られずさみしい思いがした。
〇広島平和学習やウォークラリー、スキー教室など、誉田ならではの行事がありがたい。　〇 隣保館まつりは自己実現の場でもあ
り、学習発表会で大きな声で発表していた。その声を、普段の授業の中でも出せるようにしてほしい。　〇地域の者が一番力を入
れているのが地域行事で、 児童がたくさん地域行事に参加してくれているのが嬉しい。　〇自分の地域を愛してほしいので、いろ
いろ企画している。そのお礼を、隣保館まつりなどの生き生きとした姿でいただいている。これからも頑張ってほしい。　〇こう
いう時代だからこそ伝統の食文化（お袋の味）を大切にしてほしい。〇こども園・中学校との連携をこれからも積極的に。

Ａ・Ｂと回答された方々を合わせると、本年度は１％減の８６％でした。本校では、道徳・人権学習をはじめとして、
「縦割り班」を通じた遊びや交流給食など仲間づくり活動等も行い、すべての児童が楽しく安心して学校生活を送れるよ
うに取り組んでいます。また、子どもたちが気軽に相談や学習にきて、心休まる場所となるように設置しているサポート
ルームで、スクールカウンセラーによる相談も定期的に行っています。また、月に１回「心の健康カード」を書く機会を
設け、日頃の悩みが書けるように配慮しながら、気になる内容の児童に声に耳を傾け、一斉指導や個別指導を行ったり、
家庭と連絡を取り合ったりしています。今後も家庭と連携を図りながら「いじめは許さない」姿勢で指導を行います。

Ａ・Ｂと回答された方々を合わせると、昨年の８１％から８９％と増えています。本校では、一斉下校や児童朝会などで
機会を捉えて、あいさつについて指導を行っています。今後も「特別の教科　道徳」や、学級活動の時間などで折にふ
れ、あいさつの大切さについて取り上げていくとともに、地域の方からいただくお褒めの言葉やご意見を子どもたちに適
宜紹介し、あいさつをして気持ちよかったという実感が得られるようにしていきます。また、あいさつはコミュニケー
ションツールとしてとても大切なものであることを指導しながら、子どもたちのコミュニケーション能力（相手の目を見
る、伝わりやすいように話す）の向上に取り組んでいきます。
Ａ・Ｂと回答された方々を合わせると、９４％でした。多くの児童は、毎日楽しく登校しています。一方で、Ｃ・Ｄと回
答された方もおられるため、今後も継続して児童が楽しく登校できる環境づくりに取り組みます。具体的には、仲間づく
りやわかる授業づくりを基本とし、全教職員で児童への声かけ（頑張りを認めたり褒めたりする）や友だち関係の観察、
児童理解研修の充実を図るなどして、児童の内面的な理解や課題の解決に努めていきます。

Ａ・Ｂと回答された方々を合わせると、昨年の８７％から９１％と増えています。相談を受けた場合は、担当及び関係の
職員で共有し、必要に応じて全教職員で問題点を共通理解し、早期解決できるよう努力しました。個別懇談は、１学期末
に全保護者と、２学期末に希望者を対象として行い、普段の悩みなどを話せる場となるよう努めました。また児童の様子
で気になることがあった場合は、その日のうちに連絡帳や電話、家庭訪問等で連絡を行っています。しかし、保護者から
はそれ以上の期待を寄せられているということを認識する必要があります。今後も、子どもたちの何気ないことでも気軽
に話ができるような関係を築き、家庭との連携方法を工夫するなどのきめ細やかな対応に努めます。また、スクールカウ
ンセラーによる教育相談や関係機関の紹介などを行っていることを周知し、相談体制の充実を図っていきます。

Ａ・Ｂと回答された方々を合わせると、昨年度と同じく９３％でした。学校では、道徳教育や人権教育を中心に、しっか
りとした規範意識を培い、人を思いやる心を育てたいと考えています。今年度も、子どもたちから募集した人権標語を廊
下に掲示し、日常生活のなかでも人権を意識するよう取り組んでいます。しかし、人を傷つける言葉を言ったり、相手の
気持ちを考えずに行動したりすることでトラブルになることもあります。命は何より尊いものであることを意識させ、家
庭と連携し、自他を認め合える心を育んでいきたいと考えています。今後も、地域教材を引き継ぎながら、見通しをもっ
て系統的に人権学習に取り組むとともに、 道徳教育の充実に向けて更に研修を深めていきます。


